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大分 IC

人
分
市
人
夕

八
幡
え

〈
■
番
地
鎮

座

-0攀
ゝ 一

、
Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線

「人
分
駄
」
下
車

。
人
分
交
通
バ
ス

「
作
原
行
」
未
車

（
約

二
十
三
分
Ｙ
終
点

下
車

・

後
ナ
（参

道
）
約

二
分
。

一
、
高
ミ
道
路

人
分

ＩＣ
よ
り
約

十

三
分

π
自
動
車
な
ら
市
内
中
央
よ
り
約

二
十
分
。

一
、
駐
車
場

（無
料
Ｙ
本
殿

ま
で
徒
歩

二
分
。

●

各
種

祈

願
奈
を
毎
日
父

時
↓

十
六
時

二
十
分
）
受

け
付
け
て
お
り
ま
ｔ

●

地
鎮

奈

手

各

種

出

張
奈

典

七
受

け
付

け

致

し

て
お
り
ま
す
。

●

時

潤
外

の
申

４
み
は
社
務

所
ま
で
御
連
絡

下
さ
Ｌ

海

かんたん交差点

国道 10号 線  別府→

|

←大分市街

《参拝順路》

①国道より4km。

○梓原バス停より左に

進めば駐車場有り。

③高速道路大分ICより

車で約15分。
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【特殊 神 事 】

武
内
人
神

渡
御

奈

一

仲

私

奈

（九
月
古

日
↓

九
二

十
己

天
然
記
念
物

境
内
霜
雰
二
十
せ

（
九

月

一
日
↓

■

日
）

申
殿
力
西
に
よ
つ
る
式
内
人
神
が
、
そ
の
本
社

・賀
来

神
社
ま
で
御
神
幸
に
な
ら
れ
る
。
別
名
・
賀

来

の
市

と
称
さ
れ
、
九
月

一
日
と
七
日
に
神
事
が
斎
行
さ
れ
亀

別
名
（
浜
の
市
）
と
称
さ
れ
、
十
四
日
に
氏
子

の
本
す

る
痕
り
井
子
の
中
を
、
神
真

二
基
が
御
旅

所
の

仮

殿

に
渡
御
す
る
。
中

日
に
は
、
放
生
会
の
神
事

二
ｔ

人
大
会
が
あ
り
、
期
潤
中
、
神
前
で
は
神
楽

・
手

が

本
納
さ
れ
、
盛
人
な

「
市
」
が
立
ち
終

日
賑
わ
う
。
た

原
は
、
人
友
能
直
が
豊

後
国
守
護
と
な
っ
た

鎌

倉

時

代
初
期
に
始
ま
り
、
人
友
氏
成
七
後

一時
中
断
し

た
が
、
寛
永
十
二
年

貧
失
二
夫
）
、
府
力
落

主
・
日
根

野
古
明
が
昇
典
し
、
現
在

に
二
っ
て
い
る
。

名
物
「し
き
じ
餅

」
は
有
名
。

人
柿

（樹
齢
二
十
年
以
上
）
は
境
内
参

道

西
側
（市

人

間
の
西
）
に
そ
び
え
、
樹
官

二
〇
メ
ー
ト
ル
・
根

回

り

は
二
十
四
メ
ー
ト
ル
・
地
上
・一メ
ー
ト
ル
の
幹

回
り
は

十
九
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
幹

の
下
部
は
空

調

に
な

っ

て
お
り
人
人
が
十
数
人
も
入
る
こ
と
が
出
来
る
。
夫

国

で
も
有

数
の
巨
木
で
あ
り
、
人
二
十

一
年

二
月

に

国

の
指
定
を
受
け
る
。

平
成
え
年
、
環
境
庁

巨
木
調
査

に
て
全
国
第
一
位
。

境
力
参

道
途
中

に
は
、
人
友
氏
の
時

代
に
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
が
与

せ
た
と
伝
え
ら
れ
る
「ホ
ル
ト
の
木
」
が
人

枝
を
広
げ
て
い
る
（
根
回
り
約

六
茜

メ
ー
ト
ル
）。

ス
、
御
殿

理
廊
よ
り
の
本

の
新
緑
、
私
の
紅

葉

は

見

事

で
あ
る
。

ホフレトの木



社チ:」御
稿
肝

｛ス
Ｆ　
〓
入
　
白
二

捕
管
　
執
ソ
　
白
二
　
Ｌ
わ

Ｊ
■
日
―
―
―

御
場
時
よ
り
聡
明
宜
つ
容
基
壮
麗
で
あ
ら
れ
た
。

仲
哀
天
皇
の
二
年
に

皇
后
と
な
ら
れ
た
。

内
助
の
功
多
く
、
入
良
の
没
後
、
男
装
し
て

，
を
疲

ら
れ
新
羅
を
征
服
す
。
爾
末
、
え
神
入
良
を
本
じ
政
を
と
り
給
う
事

ｔ

十
年
、
御
年
百
歳
に
て
崩
じ
ら
れ
た
。

仲
京

入
良

の
良

子
、
神
功
良
后
が
御
母
。
天
皇

は
深

く

国

内

外

の
政

治

に
人
御

く
を
用
い
ら
れ
、
ス
、
工入
学

に
も
力
を
そ
そ
が
れ
、
人
船
を
迪
ら
れ

夫
邊
の
道
を
用

か
れ
、
国
内
は
勿
論
、
韓

上

と
の
交
通

も
頻
繁

と
な

る
。

ス
殖
産

興
業

に
も
力
を

注
が

れ
た
。
ま

に
「
厄
除

・
開
運

の
神

、
殖
産

興

業
の
守
譲
神
」
と
し
て
崇

め
ら
れ
て
い
る
。

当
官
は
承
わ
二
年
父

二
大
）
、
若
人
員
・済
原
夏
野
が

勅
を
本
じ
て
国
ヨ
。
人
江
宇
久
に
社
殿
を
迪
営
せ
し

め
、
爾
末
、
国
つ
の
厚
い
崇
敬
を
受
け
、
一方
、良
宣
ｔ

厚
く
尊
崇
せ
ら
れ
た
。
ス
、
鼻
承

二
年
貧

一
〇
八
）
に

は
、
勅
使
の
参
力
が
あ
り
、
敷
地
の
四
二
を
定
め
税
を

免
ぜ
ら
れ
た
。

，
千
二
年
貧

一
二
二
）
に
は
、
鳥

羽
芸

皇
が
六
十
歳
の
御
賀

に
御
祈
願
を
修
せ
ら
れ
、　
神

領
を
定
め
ら
れ
た
。
え
層

え
年
貧

一
〈
四
）
に
は
、
源

範
頼

が
平
氏
の
追
計
を
祈
願
し
た
の
を
は
じ
め
、源

頼
朝

・
領
主
（人
友

・
竹
中

・曰
根
野
Ｙ
武

家

の
崇
敬

も
非
常
に
厚
く
、
近
世
に
は
、
社
家

・一百
余

・
坊
含

ニ

十
を
数
え
た
。

中

化

　

捕

管

　

工
入

　

台

ュ

　

・Ｊ

■

日

―

日

―

良
宜
の
御
崇
敬

奈

ユ
，

　
日
■
日
日
日
日
―

時
期
い
瑯
官

貧

ス
合
フ
ハ
チ
マ
ン
グ
ウ
Ｙ

人
二

二
年
■

九

一
大

）
国
幣
本
社

天
長

四
年

父

二
ｔ
）
疋
層
な

の
名
憎

・
金
亀

わ
占
が
夕
佐
神
官

の
参

篭

着
凡

　
Ｅ
嘔
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

に
て
神
春
を
蒙

り
、
作
原

山
に
勧
請

し
た
の
を

、
当
官

の
創
え

の
た

源
と

す

る
。

東
御
前

・
仲
京

天
皇

♂
『
中

日
子
命

（‘

フ
ンヽ
ナ
カ
ツ
ヒ
コ
イ
、ら

卜
ご

枯
常
一

Ｅ
嘔
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｉ
Ｅ

中
御
前

・
え
神

入
皇

ｇ
・・
田
別
命

案

孫
´
ワ
ケ
イ

らヽ

卜
ご

西
御
前

・
神

功
皇

后

「え

長
帯

比
女
命

（オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
ン
し
メ
ノ
ミ
コ
ト
ご

非
象

の
反
乱
を
御
親
征
の
為
、
船

を
車

い
て
海
路
筑
紫

に
幸

し
、
一」れ
を

計

た
れ
た
が
、
陣
中

に
て
崩
じ
給

う
た
。

窄に′1



社
殿

奈
典

―彙鰹鷺穏:、 社

宝

宝 物毅

御
本
殿
は
嘉
永
年
間
貧

へ
四
へ
～

一
〈
五
目

に
昇
え

の
壮
麗
な

〈
幡
造
り
で
あ
り
、
申
殿

・
拝

殿

・理
廊

・

楼
周
が
続
く
。
本
殿
の
東
西
に
は
東
宝
毅

・西
宝

殿

が
え
ち
、
東
宝
殿
の
東
に
は
権
殿
が
え
つ
。
本
殿
の
市

に
は
宝

物
殿
が
え
ち
、多
く
の
宝
物
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
ス
、
参

道
の
途
中
に
は
市
人
間
が
え
つ
。
こ
れ
は

別
名

「
日
暮
し
周
」
と
呼
ば
れ
る
革
麗

な
も
の
で
軒

の
正
面
に
は
雄
竜
・
雌
竜
（泉

面
）
が
、
そ
し
て
随

所

に
多
彩
な
彫
刻
が
施
さ
れ
、
え
わ
九
年
貧
夫
ユ
ニ
）

の
昇
え

・明
治
二
手
貧

八
七
〇
）
の
修
善
に
な
る
。

●
歳
旦
奈
貧
月
一
日
）

●
祈
年
奈
貧
月
十
■
日
）

●
例
人
奈
Ｔ
一月
十
二
日
）

●
人
秋
貧
ハ
月
二
十
日
）

●
夏
赳
奈
（■
月
二
十
一
日
）

●
武
内
人
神
濃
御
奈
（九
月
一
日
・
七
日
）

●
仲
私
奈
（九
月
十
四
曰
―
二

十
日
）

●
新
嘗
奈
（十
一
月
二
十
二
日
）

●
ｔ
二
二
奈
（十
一月
中
）

●
人
秋
（
十
二
月
二
十
一
日
）

●
除
夜
奈
（
十
一一月
二
十
一
日
）

●
月
次
奈
（毎
月
一
日
）

国
指
定
重
要
文
化
財
（一
点
）

夫
理
‐

国
幕
」
。
「
源
国
」
。
「
薙
刀
直
し
刀
ヽ

銅
造

仏
像
（白
鳳
時
代
）
、
甲
由凡
白
檀
貧
浅
え
魚
威
腹

巻

（び

ゃ
く
だ
ん
ぬ
り

。
あ
さ
ざ

い
と
お
ど
し

ｏ
は
ら
ま
さ
ご
、作
原

へ
幡
官
文
書
。

県
指
定
重
要
文
化
財
含
一十

一
点
）

「
へ
幡
宇
佐
官
御
託
宣
集

（裏
図
付
ご
。
「
木
造
不

動
明
工
立
像

（鎌
倉
時
代
ご
。
「
木
造
女
神
上
像

（手
安
中
期
ご
。
「
木
造
祖
師
上
像

（平
安
中
期
ご

≒
山
本
蒔
絵
縁
起
絵
巻

（納
箱

一
合
ご
。
「
紙
本

着
色
由
原

〈
幡
官
縁
走
絵
巻

（附
極
書

二
通
ご

Ｌ
紺
紙
全
泥
増
壱
阿
含
経

（十

一
紙
ご
。
「
板
彫

不
動
明
工
立
像

（
蔦
型
」
。
「
板
彫
多
聞
天
立
像

２

蝸
ぎ

。
「
木
造
書
薩
形
上
像

２

塩
と

。
作
原

へ
幡
官
絵
図

・
本
殿
（
ハ
幡
造
Ｙ

東
史
殿

。
西

史
殿

・
申

殿

・
楼
門
及
び
拝

殿

。
回
廊

。
南

人
間
（日
暮
門
Ｙ

西
人
間

・
史
蔵

・
ハ
王
子
社

。
そ
の
他
多
数
の
史
物
を
所
蔵
。

市 ジヽ 月ヨ(日凛事し′1)


